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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第27期
第１四半期
連結累計期間

第28期
第１四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 811,636 876,992 3,252,397

経常利益又は経常損失(△) (千円) △ 30,059 52,424 4,117

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △ 68,694 42,141 60,670

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △ 42,616 38,020 90,253

純資産額 (千円) 1,571,665 1,742,555 1,704,535

総資産額 (千円) 4,043,243 4,171,436 4,114,342

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △8.73 5.36 7.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.9 41.8 41.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 18,835 222,817 △93,876

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △60,901 96,533 △89,179

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △242 ―

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 889,224 1,067,344 748,235

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第27期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第27期第１四半期連結累計期間については、１株

当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため、第27期及び第28期第１四半期連結累計期間につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災により一時的に大きな打撃を受け

ましたが、当初の想定よりも速いペースで製造業の生産が再開されるなど、立ち直りをみせておりま

す。しかしながら、原子力発電所の事故や電力供給不足に対する懸念から先行き不透明感が残っており

ます。当社の関連する建設業界においては、震災からの復旧、復興のための工事の増加が期待されてお

りますが、当四半期においては、本格的に立ち上がるには至っておりません。

そのような状況の中、当社グループでは、主力商品である土木工事積算システムにおいて地域ごとの

顧客ニーズに即した商品開発を進めてきたことが評価され、販売の増加につながりました。また、グ

ループ会社相互の販売網を通じて互いの商品を販売するなどの取り組みを通じて新たな顧客の開拓や

流通網の効率的な活用に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は876百万円と前年同期に比して65百万円

（8.1％）の増収となり、経常利益は52百万円（前年同期は、経常損失30百万円）となりました。

四半期純利益については、前年同期にあった有価証券評価損（34百万円）がなかったことなどから、

42百万円（前年同期は、四半期純損失68百万円）となりました。

　
セグメント毎の業績は、次の通りであります。

（建設関連事業）

建設関連事業につきましては、地域ごとのきめ細かいニーズに即した製品開発を推し進めた結果、

東北地方における販売は震災前の水準に回復していないものの、西日本を中心に販売を拡大いたし

ました。この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比して10.4％増加し693百万円

となり、セグメント利益は34百万円（前年同期は、セグメント損失47百万円）となりました。

（設備関連事業）

設備関連事業につきましては、主力の設備CADソフトの販売において、ほぼ前年同期の水準を確保

したものの、その他の取扱商品が減少したことから、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同

期に比して0.1%減少し183百万円となりました。一方、セグメント利益は、コスト削減の効果もあり21

百万円（前年同期は16百万円）となりました。
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(２) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、流動資産において現金及び預金が219百万円増加し受取手

形及び売掛金が134百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて57百万円増加し、4,171

百万円となりました。

負債につきましては、買掛金が12百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて19百万

円増加し、2,428百万円となりました。

純資産につきましては、四半期純利益42百万円などにより、前連結会計年度末に比べて38百万円増加

し、1,742百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて0.4ポイント増加し、41.8％となりました。

　

(３) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べて319百万円増加し、1,067百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における営業活動により獲得した資金は222百万円（前年同四半期は18

百万円の獲得）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益50百万円や売上債権の減少134

百万円などによる収入があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における投資活動により獲得した資金は96百万円（前年同四半期は60百

万円の支出）となりました。これは、定期預金の払戻による収入100百万円（純額）などによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における財務活動により支出した資金は0百万円（前年同四半期はあり

ません。）となりました。これは、リース債務の返済によるものであります。

　

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(５) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は15百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
(平成23年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,257,600 8,257,600
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 8,257,600 8,257,600 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月1日
～

平成23年６月30日
─ 8,257,600 ─ 1,586,500 ─ ─

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 391,000
―

単元株式数は1,000株でありま
す。

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,863,000 7,863 同上

単元未満株式 普通株式 3,600 ― 同上

発行済株式総数 8,257,600 ― ―

総株主の議決権 ― 7,863 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式240株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社ビーイング 三重県津市桜橋1丁目
312番地

391,000 ― 391,000 4.73

計 ― 391,000 ― 391,000 4.73

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日）

に係る四半期連結財務諸表について、霞が関監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,298,235 1,517,344

受取手形及び売掛金 578,039 443,823

有価証券 716,437 715,601

商品及び製品 1,234 774

原材料及び貯蔵品 5,547 7,736

繰延税金資産 123,692 121,450

その他 22,402 19,919

貸倒引当金 △1,520 △1,620

流動資産合計 2,744,071 2,825,030

固定資産

有形固定資産 245,278 243,059

無形固定資産

のれん 372,924 367,647

その他 45,809 33,979

無形固定資産合計 418,733 401,626

投資その他の資産

投資有価証券 367,049 363,851

その他 357,753 356,622

貸倒引当金 △18,544 △18,753

投資その他の資産合計 706,258 701,719

固定資産合計 1,370,271 1,346,405

資産合計 4,114,342 4,171,436

負債の部

流動負債

買掛金 43,682 55,810

未払法人税等 20,556 6,010

前受収益 734,862 750,627

賞与引当金 103,069 57,396

その他 160,465 217,404

流動負債合計 1,062,635 1,087,249

固定負債

退職給付引当金 295,039 299,340

役員退職慰労引当金 1,775 2,030

繰延税金負債 295 221

長期前受収益 1,046,173 1,036,395

その他 3,887 3,644

固定負債合計 1,347,171 1,341,631

負債合計 2,409,806 2,428,880
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,586,500 1,586,500

資本剰余金 197,982 197,982

利益剰余金 75,578 117,719

自己株式 △85,513 △85,513

株主資本合計 1,774,548 1,816,689

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △70,012 △74,133

その他の包括利益累計額合計 △70,012 △74,133

純資産合計 1,704,535 1,742,555

負債純資産合計 4,114,342 4,171,436

EDINET提出書類

株式会社ビーイング(E05052)

四半期報告書

 9/18



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 811,636 876,992

売上原価 266,722 237,827

売上総利益 544,914 639,165

販売費及び一般管理費 581,294 588,992

営業利益又は営業損失（△） △36,380 50,172

営業外収益

受取利息 5,804 4,660

受取配当金 132 132

その他 1,830 497

営業外収益合計 7,768 5,290

営業外費用

支払利息 － 12

投資事業組合運用損 － 924

雑損失 1,447 2,101

営業外費用合計 1,447 3,038

経常利益又は経常損失（△） △30,059 52,424

特別利益

貸倒引当金戻入額 217 －

特別利益合計 217 －

特別損失

固定資産除却損 136 1,181

固定資産売却損 122 －

有価証券評価損 34,060 －

投資有価証券評価損 － 1,120

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,099 －

特別損失合計 37,418 2,301

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△67,260 50,123

法人税、住民税及び事業税 4,233 5,755

法人税等調整額 △2,800 2,227

法人税等合計 1,433 7,982

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△68,694 42,141

四半期純利益又は四半期純損失（△） △68,694 42,141
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△68,694 42,141

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26,077 △4,121

その他の包括利益合計 26,077 △4,121

四半期包括利益 △42,616 38,020

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,616 38,020

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△67,260 50,123

減価償却費 20,953 13,884

のれん償却額 5,277 5,277

貸倒引当金の増減額（△は減少） △217 309

賞与引当金の増減額（△は減少） △57,077 △45,673

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,902 4,301

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 255 255

受取利息及び受取配当金 △5,937 △4,793

支払利息 － 12

有価証券評価損益（△は益） 34,060 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,120

投資事業組合運用損益（△は益） － 924

固定資産除却損 136 1,181

売上債権の増減額（△は増加） 130,986 134,216

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,443 △1,728

仕入債務の増減額（△は減少） △8,210 12,128

未払又は未収消費税等の増減額 △40,846 15,876

前受収益の増減額（△は減少） 16,124 15,764

長期前受収益の増減額（△は減少） △41,364 △9,778

その他 40,895 42,562

小計 29,233 235,964

利息及び配当金の受取額 5,827 5,029

利息の支払額 － △12

法人税等の支払額 △16,225 △18,162

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,835 222,817

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △150,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 100,000 150,000

有価証券の取得による支出 △154 △90

有価証券の売却による収入 271 －

有形固定資産の取得による支出 △7,908 △1,043

有形固定資産の売却による収入 95 －

無形固定資産の取得による支出 △974 －

投資有価証券の取得による支出 △2,725 △2,099

敷金及び保証金の差入による支出 △1,357 △669

敷金及び保証金の回収による収入 1,904 610

保険積立金の積立による支出 △52 △174

投資活動によるキャッシュ・フロー △60,901 96,533

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 － △242

財務活動によるキャッシュ・フロー － △242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,066 319,108

現金及び現金同等物の期首残高 931,291 748,235

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 889,224

※１
 1,067,344
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,539,224千円

預入期間が３か月超の定期預金 △650,000 〃

現金及び現金同等物 889,224千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,517,344千円

預入期間が３か月超の定期預金 △450,000 〃

現金及び現金同等物 1,067,344千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　

１  配当金支払額

該当事項はありません。

　
２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　
１  配当金支払額

該当事項はありません。

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 628,312 183,324 811,636 ― 811,636

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 628,312 183,324 811,636 ― 811,636

セグメント利益又は損失(△) △47,114 16,010 △31,103 △5,277 △36,380

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成 23年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 693,833 183,159 876,992 ― 876,992

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,363 1,800 4,163 △4,163 ―

計 696,196 184,959 881,156 △4,163 876,992

セグメント利益 34,023 21,426 55,450 △5,277 50,172

(注) １　セグメント利益の調整額は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金
額

△8.73円 5.36円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（千円） △68,694 42,141

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損
失金額（千円）

△68,694 42,141

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,866 7,866

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間については、１株当たり四半

期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため、当第１四半期連結累計期間については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

株式会社ビーイング

取締役会  御中

　

 霞が関監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    森内　茂之　　㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    笹川　敏幸　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ビーイングの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーイング及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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